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市長年頭
あいさつ

　

平
成
25
年
の
市
長
就
任
以
来
、「
誇
り
・

や
さ
し
さ
・
活
力
」
の
三
つ
を
柱
と
し
た

「
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
そ
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
「
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

し
、
計
画
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。目
指
す
将
来
都
市
像「
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」
へ
と
、
一

歩
一
歩
、着
実
に
、近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
、
地
方
で
の
安
定
し
た

雇
用
や
、
若
者
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
急
速
な
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
国
が
発
表
し

た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」。
各
務
原
市

で
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
元
気
で
豊
か
な

ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、「
総
合
計

画
」
を
人
口
減
少
へ
の
挑
戦
と
い
う
観
点

か
ら
整
理
し
た
「
し
あ
わ
せ
実
感
か
か
み

が
は
ら
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
時
点
人
口
14
万
５
５
０
０
人
を

目
標
に
掲
げ
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
総
合
計
画
」と「
総
合
戦
略
」

「
対
話
」
で
つ
く
る
ま
ち

さ
ら
に
「
拡ひ
ろ

が
る
」
年
に

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
「
対
話
」
を
重
視

し
、
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
あ
さ

け
ん
ポ
ス
ト
な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
き

た
こ
と
で
、「
対
話
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

皆
さ
ん
の
声
を
自
ず
と
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
せ
る
仕
組
み
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
行
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
バ

ス
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
見
直
し
の

初
期
か
ら
最
終
段
階
に
至
る
ま
で
、
繰
り

返
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
や
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
よ
り
よ
い
も

の
に
し
た
い
」
と
い
う
共
通
の

想
い
の
も
と
、
と
も
に
成

し
遂
げ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
す
。

　

市
役
所
本
庁
舎

耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
そ
の
方
針

を
「
建
て
替
え
」

と
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
が
、

新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
の
策
定
に
向
け
た
検

討
の
中
で
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、タ
ウ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
パ
ネ
ル
展
な
ど
を
開

催
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
お
聞
き
す
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
も
と
に
、
い
か
な
る
局
面
で

あ
っ
て
も
、
市
役
所
は
市
民
の
安
全
と
生

活
を
守
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、「
市
民
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
新
庁
舎
」の
建
設
に
向
け
、

進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
長
就
任
か
ら
時
間
を
か
け

て
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
、
ま
た
、
新
た

な
挑
戦
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
事
業
を
、
発

展
さ
せ
「
拡
げ
て
い
く
」
年
に
し
た
い
、

そ
ん
な
思
い
で
臨
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
人
も
ま
ち
も
元
気
な
各
務
原
市
を

作
る
た
め
、
産
業
・
福
祉
・
教
育
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
体
制
の

整
備
・
強
化
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

大
き
な
事
業
で

は
、
平
成
８
年

に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
か
か
み
が

は
ら
航
空
宇
宙

科
学
博
物
館
」。

開
館
か
ら
20
年

を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
に
３
２
０
万
人
を

超
え
る
方
が
来
場
し
ま

し
た
。「
飛
行
機
の
ま
ち
」
各

務
原
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
こ
の
博
物

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
、
昨
年
、
本
格
的

に
始
動
し
、
い
よ
い
よ
今
年
の
秋
か
ら
、

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

増
床
、
展
示
物
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
一
新

し
、
日
本
最
大
規
模
の
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

博
物
館
と
し
て
、
平
成
29
年
度
中
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
世
界
へ
目
を
向
け
、
昨
年
11
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市
長

2016年

月
に
締
結
し
た
、
ア
メ
リ
カ
ワ
シ
ン
ト
ン

州
エ
バ
レ
ッ
ト
市
の「
エ
バ
レ
ッ
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
と
の
連
携
協
定
。
高

度
な
も
の
づ
く
り
技
術
を
習
得
で
き
る
施

設
を
持
っ
た
同
大
学
と
連
携
し
、
特
に
両

市
共
通
の
「
航
空
機
産
業
」
を
足
掛
か
り

に
、
人
材
育
成
や
教
育
交
流
を
図
る
こ
と

で
、さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を「
拡
げ
」ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
私
が
考
え
る
の
は
、
各
務

原
市
の
現
状
や
取
り
組
み
を
、
も
っ
と
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
、
積
極
的
か

つ
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
、
市
の
内
外

を
問
わ
ず
、
情
報
を
「
拡
げ
て
」
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
常
に
、

皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
目
指

す
「
理
想
の
ま
ち
」
を
築
く
た
め
、
今
年

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
が
、
各
務
原
市
に
と
っ
て
大
き
く

「
拡
が
る
」年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
引
き
続

き
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



新
春

お
年
玉

企
画

し
せ
き
め
い
ろ

史

迷

跡

路

お
正
月
は
市
の
歴
史
探
訪
。
ど
ん
な
順
番
で
史
跡
を
巡
る
？

古代から近世まで、さまざまな時代の史跡を
数多く見ることができる各務原市。

今回は、そんな市内の史跡を迷路で探訪！
スタートからゴールまで進んだとき、訪れる史跡は

どんな順番？正しい順番を答えて、ご応募ください。
正解者には、抽選でプレゼントが当たります！

応募用紙
正解と必要事項、アンケー
トに回答後、切り取って
はがきに貼って郵送して
ください。
※市ウェブサイト、メー
　ルからも応募できます

Ａ

C

D
E

B

しせきめいろ しせきめいろ

しせきめいろ しせきめいろ

G
ゴ ー ル

OAL

徳山更木陣屋公園Ａ

天
てん

狗
ぐ

谷
だに

遺跡Ｃ

坊
ぼう

の塚
つか

古墳Ｅ

山
さんでん

田寺
じ

跡Ｂ

炉
ろ

畑
ばた

遺跡公園Ｄ

S
ス タ ー ト

TART

　

正
解
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
、
次

の
う
ち
ど
れ
か
１
つ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

（
カ
ッ
コ
内
は
提
供
）

▼
「
ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ
ふ
」
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
、
ぬ
い
ぐ
る
み
（
ア
ク
ア
・

ト
ト 

ぎ
ふ
）▼「
オ
ア
シ
ス
ホ
イ
ー
ル
」

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
（
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
）

▼
「
ら
ら
ら
」
グ
ッ
ズ
、
各
務
原
キ
ム

チ
カ
レ
ー
、
に
ん
じ
ん
村
（
市
観
光
協

会
）
▼
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
科
学

博
物
館
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
▼
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

オ
ー
タ
ー
「
か
か
み
が
は
ら
の
水
」

プ レ ゼ ン ト
　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
は
が
き
】

　

ペ
ー
ジ
左
上
の
応
募
用
紙
に
、「
正

解
の
順
番
と
必
要
事
項
、
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
記
入
し
て
点
線
で
切
り
取
り
、

は
が
き
の
裏
面
に
貼
っ
て
〒
５
０
４
―

８
５
５
５
那
加
桜
町
１
の
69
、
市
役
所

秘
書
広
報
課
「
新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」

【
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

　

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

w
w
w
.city.kakam

igahara.lg.jp/

の
専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
申

込
（
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ど

ち
ら
も
可
）

【
メ
ー
ル
】

　

ペ
ー
ジ
左
上
の
応
募
用
紙
に
記
載
さ

れ
た
内
容
（
回
答
の
み
で
可
）
を
本
文

に
記
載
し
、
件
名
を
「
新
春
プ
レ
ゼ
ン

ト
申
込
」
と
し
て
、koho1

@
city.

kakam
igahara.gifu.jp

【
共
通
事
項
】

対
象　

市
内
在
住
の
方

申
込
締
切　

１
月
29
日
（
必
着
）

備
考　

▼
応
募
は
１
人
１
通
（
回
）
限

り
▼
当
選
し
た
方
に
の
み
、
抽
選
結
果

を
ご
案
内
し
ま
す
▼
お
聞
き
し
た
個
人

情
報
は
、
本
企
画
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん

詳
細　

秘
書
広
報
課 

☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
１
１
１
内
線
２
１
５
１

応 募 方 法

※それぞれの史跡の解説は
　6・7 ページにあります

正解の順番

アンケート

ス
タ
ー
ト

お
名
前

住
所

電
話

ゴ
ー
ル

※アルファベットを記入

■あなたの年齢

■あなたの性別

■広報紙のページ数は

■広報紙を月 2回発行しているのは

■広報紙で読む /読まない記事

①～ 20 歳　② 21 ～ 40 歳　③ 41 ～ 60 歳　④ 61 歳～

①男性　②女性

①多すぎる　②ちょうどいい　③少なすぎる

①多すぎる　②ちょうどいい　③少なすぎる

読む記事 読まない記事

①特集　②あさけんレポート※1　③くらしとけんこう
④カルチャー　⑤けんこう HOT ニュース※1

⑥子ども館だより※2  ⑦かかみがはらっこ  ⑧みんな集合
⑨クローズアップ　⑩各務野に翔ける　⑪ウオッチ
⑫市民ギャラリー　⑬元気ッズ　⑭すべて読む

※1 は毎月 1 日号、※2 は 15 日号に掲載

（　　　）
　　  －

〒

※番号を○で囲んでください

※番号を○で囲んでください

※番号を書いてください
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史
跡
巡
り

各原
務の

迷
路
の
あ
と
は
、
実
際
に

4

4

4

史
跡
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

各
務
原
に
は
、
数
多
く
の
魅
力
的
な
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

一
年
が
始
ま
る
こ
の
機
会
に
、
各
務
原
の
歴
史
を
学
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
代
表
す
る
史
跡
に
足
を
運
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

詳
細　

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
５
８
（
３
７
９
）
５
０
５
５

「
台
地
」が
育
ん
で
き
た
各
務
原
の
歴
史

　

現
在
の
市
域
に
は
、
約
２
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら

人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
縄
文
時
代
ま
で
は
、
各
務
原
台

地
を
中
心
に
、
狩
猟
と
採
集
の
生
活
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
当
時
の
暮
ら
し
は
、
鵜
沼
三
ツ
池
町
の
「
炉
畑
遺

跡
」
で
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

弥
生
時
代
以
降
、
農
耕
が
本
格
化
す
る
と
台
地
周
辺
の

低
い
土
地
に
田
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
部
で
は
須

恵
器
な
ど
の
焼
き
物
生
産
が
活
発
に
な
り
、
そ
の
発
展
ぶ

り
は
、「
坊
の
塚
古
墳
」
を
は
じ
め
、
権
力
者
の
墓
と
し

て
造
ら
れ
た
約
６
０
０
基
の
古
墳
が
象
徴
し
て
い
ま
す
。

「
東
西
日
本
」の
交
流
点

　

各
務
原
は
、
地
理
的
に
東
西
日
本
の
中
央
に
位
置
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
い
つ
の
時
代
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や

物
が
こ
の
地
を
行
き
交
い
ま
し
た
。
そ
の
交
流
を
支
え
た

の
は
、
公
的
な
街
道
で
あ
る
東
山
道
や
中
山
道
、
そ
し
て

木
曽
川
を
利
用
し
た
河
川
交
通
で
し
た
。

　

特
に
、
南
部
を
流
れ
る
木
曽
川
は
、
古
く
か
ら
美
濃
と

尾
張
の
国
境
と
な
り
、
承
久
の
乱
や
織
田
信
長
の
岐
阜
攻

め
で
は
東
西
両
軍
が
に
ら
み
合
う
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て「
飛
行
機
の
ま
ち
」へ

　

幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
は
、
広
大
な
各
務
原
台
地
の
地

形
を
活
か
し
て
大
砲
射
的
場
を
造
る
な
ど
、
新
た
な
土
地

利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
正
時
代
に
は
現
在
の
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地

に
あ
た
る
「
各
務
ヶ
原
飛
行
場
」
が
完
成
す
る
と
と
も

に
、
鉄
道
の
整
備
や
航
空
機
関
連
の
工
場
の
建
設
な
ど
が

進
み
、
今
日
の
「
飛
行
機
の
ま
ち
」
そ
し
て
「
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
」
と
し
て
の
土
台
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　
各
務
原
市
内
史
跡
巡
り

　

そ
ん
な
各
務
原
の
歴
史
の
証
人
と
も
い
え
る
、
市
内
の

史
跡
を
ガ
イ
ド
と
巡
る
ツ
ア
ー
が
ス
タ
ー
ト
！

　

案
内
を
つ
と
め
る
の
は
、「
中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
市
内
の
史
跡
・
名
所

１
４
０
カ
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
テ
ー
マ
や
地
域
ご
と

に
21
の
コ
ー
ス
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

歴
史
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康

づ
く
り
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス　

▼
全
21
コ
ー
ス
（
各
２
～
８
㎞
程
度
、
内
容
や

距
離
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
）
▼
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
文
化
財
課
（
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
７
階
）
な
ど
で
配
布

申
込　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は

歴
史
民
俗
資
料
館
窓
口
に
あ
る
申
請
書
を
▼
フ
ァ
ク
ス
＝

０
５
８
（
３
７
９
）
５
０
５
５
、
ま
た
は
直
接
、
歴
史
民

俗
資
料
館
（
鵜
沼
西
町
１
）

備
考　

▼
ガ
イ
ド
１
人
に
つ
き
10
人
ま
で
対
応
▼
ガ
イ
ド

１
人
に
つ
き
交
通
費
な
ど
１
０
０
０
円
が
必
要
で
す

旧石器 各
務
原
の
年
表主

な
で
き
ご
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩
く

時
代

各
務
原
に
人
が
住
み
始
め
る
。
約
２
万
年
前
の
ナ
イ
フ
形
石

器
が
、
蘇
原
宮
塚
町
の
「
宮
塚
遺
跡
」
で
発
見
。

豪
族
・
村む

ら
く
に
の
お
よ
り

国
男
依
が
「
壬
申
の
乱
」
で
大
活
躍
。「
山さ
ん
で
ん田

寺じ

」

な
ど
初
期
の
寺
院
が
蘇
原
に
造
営
さ
れ
る
。

織
田
信
長
に
よ
る
岐
阜
攻
め
の
こ
ろ
、
国
境
の
伊
木
山
・
三

井
山
・
城
山
な
ど
に
砦
と
り
で
が
築
か
れ
る
。

各
務
原
台
地
に
「
炉ろ

畑ば
た

遺
跡
」
の
よ
う
な
定
住
の
ム
ラ
が
で

き
る
。
他
の
地
域
と
の
交
流
が
活
発
に
。

古
代
の
街
道
「
東
山
道
」
の
駅
が
置
か
れ
る
。
各
務
原
北
部

で
灰
色
で
堅
い
焼
き
物
「
須す

え

き
恵
器
」
の
生
産
が
拡
大
。

坪
内
氏
・
徳
山
氏
な
ど
の
旗
本
領
、
天
領
、
尾
張
領
に
分
か

れ
て
統
治
。
鵜
沼
に
中
山
道
の
宿
場
が
置
か
れ
る
。

各
務
原
で
稲
作
が
始
ま
る
。
以
後
、
蘇
原
の
境
川
流
域
に
水

田
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
。

各
務
郡
出
身
の
僧
・
護ご

み
ょ
う命

が
奈
良
で
活
躍
。
８
６
６
年
、
木

曽
川
の
治
水
を
巡
っ
て
の
争
い
「
広
野
河
事
件
」
が
起
き
る
。

広
大
な
各
務
原
台
地
を
い
か
し
て
「
大
砲
射
的
場
」
が
造
ら

れ
る
。
明
治
23
年
、「
各
務
用
水
」
が
完
成
。

県
で
２
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る
「
坊
の
塚
古
墳
」
を
は
じ
め
、

約
６
０
０
基
と
い
う
数
多
く
の
古
墳
が
作
ら
れ
る
。

武
士
が
台
頭
。
蘇
原
野
口
町
に
当
時
の
館
跡
が
残
る
。「
承

久
の
乱
」（
１
２
２
１
年
）
で
前
渡
周
辺
が
主
戦
場
に
な
る
。

大
正
６
年
に
「
各
務
ケ
原
飛
行
場
」
が
完
成
す
る
。
鉄
道
が

敷
設
さ
れ
、
大
正
14
年
に
は
犬
山
橋
も
竣
工
。

土
岐
氏
が
守
護
と
し
て
各
務
原
を
治
め
る
。
大
安
寺
・
承
国

寺
な
ど
が
鵜
沼
に
創
建
さ
れ
、
漢
詩
人
・
万ば

ん

里り

集し
ゅ
う
く九
が
来
訪
。

新
境
川
に
「
百
十
郎
桜
」
が
植
え
ら
れ
る
。
川
上
貞
奴
が
貞

照
寺
と
晩
松
園
を
造
営
。
昭
和
38
年
に
各
務
原
市
が
誕
生
。

縄文奈良江戸 弥生平安明治 古墳鎌倉大正 室町昭和 飛鳥安土桃山

４ ４３ ３

４ ３ ２ １５

５ ４ ２３ １
旗本徳山更木陣屋公園 天狗谷遺跡 坊の塚古墳山田寺跡 炉畑遺跡公園

（那加西市場町 3） （須衛） （鵜沼羽場町 5）（蘇原寺島町 1） （鵜沼三ツ池町 6）

江戸時代、那加～蘇原西部を治めた
旗本徳山氏の屋敷跡です。現在は公
園として整備され、絵図を元にした
間取りなどを見ることができます。

昭和 59 ～ 60 年に発掘調査され、奈
良～平安時代に焼き物を焼いた窯が
2 基、古墳が 1 基保存されています。
※通常、保存施設内には入れません

市内最大、県内でも 2 番目に大きな
前方後円墳。今年度、初めてとなる
調査が行われ、被葬者を埋葬した「石
室」のようすが明らかになりました。

7 世紀後半に創建された山田寺は、
古代の蘇原地区に造られた古代寺院
のひとつ。周辺では建物の柱を支え
た礎石などを見ることができます。

台地の南部に位置する、縄文時代の
集落遺跡。土器や石器など数多くの
遺物が出土し、住居跡は当時のたた
ずまいに復元し、公開されています。

▲史跡巡りパンフレット
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市は、市民の誰もが互いの人権を尊重しあい、性別にかかわりなく共に個
性と能力を発揮することができる「男女が共に輝く都市」を目指しています。
一人一人が、きらきら輝くことができる社会を築くため、まずは夫婦や家族、
自分の大切な人との関わり方について、考えてみませんか。

詳細　いきいき楽習課☎ 058-383-1210

お互いを認め合う　ココロやさしい社会をめざして

　
「
男
女
が
共
に
輝
く
都
市
」を
目
指
し
て
、
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
「
と
も
☆
き
ら
フ
ェ
ス
」。こ
の
企
画
は
、
一

方
通
行
に
な
り
が
ち
な
講
演
会
形
式
で
は
な
く
、
体
験

す
る
こ
と
で
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
子
ど
も
が
初
め
て
履
く
靴
を
自
分
の
手
で

作
る
講
座
や
、
夫
婦
二
人
で
協
力
し
て
料
理
に
挑
戦
す

る
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
子

ど
も
の
こ
と
を
想
い
、
２
人
で

協
力
し
て
作
業
す
る
の
が
楽
し

か
っ
た
」、「
ほ
か
の
ご
夫
婦
の

や
り
方
を
見
た
り
、
聞
い
た
り

し
て
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
」と
、

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

料
理
を
し
た
り
、何
か
を
作
っ

た
り
と
い
う
体
験
型
の
講
座
を

通
し
て
、
大
切
な
人
と
の
関
わ

り
方
や
、
じ
ぶ
ん
時
間
の
作
り

方
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
「
と
も
☆
き
ら
フ
ェ
ス
」
は
、「
思
い
や
り
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
講
座
の
内
容
な
ど
詳
細
は
、
下

記
の
と
お
り
。
ほ
か
の
参
加
者
と
楽
し
く
交
流
で
き
る
の

も
、「
と
も
☆
き
ら
フ
ェ
ス
」
の
魅
力
で
す
。
ま
ず
は
気

軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
つ
の
講
座
を
用
意
し
ま
し
た
。
ど
の
講

座
も
、
普
段
は
体
験
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
。
夫
婦

や
カ
ッ
プ
ル
、
親
子
で
参
加
し
て
、
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
仕
事
や
家
事
が
忙
し
い
方
も
、
た
ま
に
は
ふ
た
り

で
ス
テ
キ
な
夜
を
…
。

チ
ャ
ペ
ル
で
ま
っ
た
り  

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

～
音（
お
ん
）と
楽（
が
く
）～

日
時　

１
月
29
日（
金
）　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
所　

中
部
学
院
大
学
各
務

原
キ
ャ
ン
パ
ス　

グ
ロ
ー
リ

ア
ホ
ー
ル
（
那
加
甥
田
町
）

対
象　

夫
婦
・
カ
ッ
プ
ル

定
員　

50
組
１
０
０
人
（
申
込
順
）

講
師　

杉
丸
太
一
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
北
村
多
佳
子
・

チ
ェ
リ
ス
ト

費
用　

受
講
料
１
組
６
０
０
円

　

あ
の
有
名
な
プ
リ
ン
を
、
ワ
タ
シ
と
あ
の
ヒ
ト
の

た
め
に
…
。
お
一
人
で
参
加
で
き
ま
す
よ
♪

シ
ェ
フ
か
ら
教
わ
る
！
「
な
め
ら
か
プ
リ
ン
」
の
作

り
方

日
時　

１
月
31
日（
日
）　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

各
務
原
養
護
学
校　

調
理
室（
那
加
雲
雀
町
）

定
員　

16
人
（
申
込
順
）

講
師　

所
浩
史
・
洋
菓
子
店
プ
ル
シ
ッ
ク
店
主

費
用　

受
講
料
３
０
０
円
、
材
料
費
５
０
０
円

申
込
と
詳
細　

１
月
６
日　

午
前
９
時
～
、
受
講
料

を
持
参
し
、い
き
い
き
楽
習
課（
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

６
階
）
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
２
１
０

　

コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
ほ
ぐ
れ
た
う
え
に
、
淡
水
魚

の
男
女
の
お
ハ
ナ
シ
も
。

夜
の
水
族
館
で
ま
っ
た
り
♡
　
ふ
た
り
で
ユ
ル
ッ
と

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

日
時　

１
月
31
日（
日
）　

午
後
６
時
～
９
時

場
所　

ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
（
川

島
笠
田
町
）

対
象　

夫
婦
・
カ
ッ
プ
ル

定
員　

12
組
24
人
（
申
込
順
）

講
師　

岩
水
ゆ
き
ゑ
・
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

費
用　

受
講
料
１
組
６
０
０
円
、

施
設
使
用
料
１
組
４
０
０
０
円

　

オ
ト
ナ
も
子
ど
も
も
、
ひ
と
つ
の
火
を
囲
ん
で
、

も
り
あ
が
ろ
っ
！

ド
ラ
ム
缶
窯
で
ピ
ザ
作
り「
す
き
な
の  

の
っ
け
ち
ゃ

お
ー
！
」

日
時　

１
月
30
日（
土
）　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

少
年
自
然
の
家
（
鵜
沼
小
伊
木
町
４
）

古
民
家
の
か
ま
ど
で
カ
レ
ー
と
豚
汁
つ
ー
く
ろ
っ
！

武
豊
さ
ん　

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
家
事
を
し
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、「
夫
婦
で
そ
ば
う
ち
」
講
座
に
参
加
し
て
、

炊
事
の
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

恵
美
子
さ
ん
　
以
前
は
、
２
人
共
通
の
趣
味
で
あ
る
テ

ニ
ス
を
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
２

人
の
共
通
の
時
間
を
大
切
に
し
て
、
元
気
に
助
け
合
っ

て
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

好
志
さ
ん　

普
段
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
時
間
が

あ
る
と
き
に
は
、
で
き
る
だ
け
掃
除
を
し
た
り
、
子
ど

も
を
お
風
呂
に
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

麻
子
さ
ん
　「
虹
心
」
と
い
う
名
前
は
、
い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
つ
け
ま
し
た
。
今
年
は
、

２
人
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

日
時　

１
月
30
日（
土
）　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

各
務
野
自
然
遺
産
の
森
（
各
務
車
洞
）

【
共
通
事
項
】

対
象　

親
子
・
孫
子
な
ど

定
員　

10
組
20
人
（
申
込
順
）

講
師　

サ
バ
メ
シ
の
会

費
用　

受
講
料
１
組
４
０
０
円
、
材
料
費
１
組
８
０

０
円

吏
司
さ
ん　

自
分
が
厳
し
く
育
て
ら
れ
た
の
で
、
子
ど

も
の
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
部
活
動
な
ど
で
忙
し
く
な
る
ま

で
は
、
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

光
太
さ
ん　

洗
濯
物
を
取
り
込
ん
だ
り
、
お
風
呂
掃
除

を
し
た
り
し
て
、
お
父
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
と
、
僕

も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

操
さ
ん　

直
接
何
か
を
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
の

働
く
姿
や
、
少
林
寺
を
指
導
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が

自
分
と
っ
て
の
子
育
て
で
し
た
。

久
美
子
さ
ん　

礼
儀
作
法
や
マ
ナ
ー
、
人
と
の
関
わ
り

方
な
ど
は
、
父
の
姿
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
は
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
話
し
て
く
れ
る

ア
ド
バ
イ
ス
が
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

▲昨年の「とも☆きらフェス」の様子

ま
ず
は
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
！

今
年
も
楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
！

今
年
も
や
る
よ
！
み
ん
な
が
輝
く
３
日
間

ま
ず
は
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
！

今
年
も
楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
！

今
年
も
や
る
よ
！
み
ん
な
が
輝
く
３
日
間

― 今年のテーマは、「思いやり」。大切な人への「思い」をお聞きしました  ―― 今年のテーマは、「思いやり」。大切な人への「思い」をお聞きしました  ―

笑顔があふれる
家庭を築きたい
笑顔があふれる
家庭を築きたい

これからも２人で
助け合って

これからも２人で
助け合って

一緒に過ごす時間を
大切にしたい

一緒に過ごす時間を
大切にしたい

姿と言葉で
思いを伝える

姿と言葉で
思いを伝える

井村さん一家

好
たかし

志さん・麻子さん・
虹
に こ

心ちゃん（那加不動丘）

川田さん夫妻

武
たけとよ

豊さん・恵美子さん
（尾崎南町）

河田さん親子

吏
さとし

司さん・光太さん
（鵜沼古市場町）

田島さん親子

操さん・広瀬久美子さん
（小佐野町・鵜沼朝日町）
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　食の祭典「かかみがはら」フー
ドバトル 2016 に、自慢の料理
で出店していただける市内の飲
食店を募集します。
期日　4 月 9 日（土）・10 日（日）
場所　市民公園（那加門前町 3）
対象　市内で飲食店を営む店舗

（詳細は申込書をご覧ください）
定員　約 30 店舗（選考）
備考　 ▽ 出店者は必ず既存メ
ニューを出品してください ▽ 申
込書は商工振興課にあるほか、
市ウェブサイトからもダウン
ロードできます ▽応募多数の場
合は、出店をお断りする場合も
あります
申込と詳細　1 月 29 日までに
申込書を商工振興課☎ 058-383-
9912

「かかみがはら」
フードバトル2016

　ホッケー講習会を開催しま
す。初めての方も大歓迎です。
日 時　1 月 23 日（ 土 ）・24 日

（日）・30 日（土）・31 日（日）、
2 月 6 日（土）　10:00 ～ 12:00（全
5 回、雨天決行）
場所　市ホッケー場（下切町 6）
対象　小・中学生（保護者の承
諾が必要）
定員　50 人（申込順）
講師　市ホッケー協会会員
申込と詳細　1 月 15 日までに
直接県グリーンスタジアム（下
切 町 6） ☎ 058-380-2211、 ま
た は ス ポ ー ツ 課 ☎ 058-383-
1231

ホッケー講習会

　年齢、性別ごとに種別があり
ます。お気軽にご参加ください。
日時　1 月 23 日（土）　10:00 ～
場所　めいほうスキー場（郡上
市明宝奥住水沢上 3447-1）
対象　市内在住・在勤・在学の方
定員　100 人（申込順）
費用　一般 1000 円、高校生以
下 500 円（当日支払）
種目　大回転
種別　 ▽ 少年少
女の部 ▽ 中・高
校生の部 ▽ 一般
女子の部 ▽ 一般
男 子 の 部（1 部
40 歳以下、2 部
41 歳～ 59 歳、3 部 60 歳以上）
備考　 ▽現地集合（第 2 リフト
降り場、大会スタート付近） ▽

競技種目の年齢は平成 28 年 1
月 1 日現在
申込と詳細　1 月 15 日（必着）
までにスポーツ課にある申込書
に必要事項を記入し、スポーツ
課内市体育協会事務局☎ 058-
383-1231　  058-389-0218

市民スキー大会に
参加しませんか

日時　1 月 16 日（土）　13:30 ～
15:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
内容　「万

ば ん り し ゅ う く

里集九と鵜沼」横山
住雄・濃尾歴史文化研究所主宰
費用　500 円（当日支払）　
詳細　各務原歴史研究会・丹菊
☎ 058-384-8170

各務原歴史研究会
講演会

試験日　2 月 11 日（木・祝）
対象　中学校卒業以上の学歴を
有する方
修業年限　2 年
定員　30 人
試 験 科 目　 国語、数
学、 社 会、 面 接、 小
論文
備考　28 年度募集要項は、准
看護学校窓口で配布中
申込と詳細　1 月 12 日～ 29 日
16:00（必着）までに市医師会
准看護学校☎ 058-389-3118　

准看護学校
生徒募集

FAX

　地域活動の問題を解決するた
めに活用される「まちづくり活
動助成金」。今年度、助成金を
活用して、さまざまな団体がま
ちづくり活動を行ってきまし
た。その活動の成果を発表する
公開報告会を開催します。市の
まちづくりの盛り上がりをぜひ
見に来てください。
日時　1 月 30 日（土）　13:00 ～
16:15（予定）
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1662

まちづくり活動助成金
公開報告会

　「各務原市桜まつり」のメー
ンイベント、「20 万人の広場」
に参加しませんか。
期日　4 月 2 日（土）・3 日（日）
場所　市民公園一帯（那加門前
町 3）
募集内容　バザー出店、ステー
ジ広場出演
備考　 ▽申込書はブランド創造
課（産業文化センター 6 階）に
あるほか、市ウェブサイトから
もダウンロードできます ▽出店
の詳細は募集要項をご確認くだ
さい
申込と詳細　1 月 22 日（必着）
までにブランド創造課内桜ま
つり実行委員会事務局☎ 058-
383-9925

桜まつり
「20万人の広場」

　認知症グループホームのドキュ
メンタリー映画を上映します。
日時　1 月 23 日（土）　13:30 ～
16:00（開場 13:10）
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
定員　170 人（当日申込順）
詳細　NPO 法人ぎふ福祉サー
ビス利用者センターびーすけっ
と・坪内☎ 058-375-3181

映画「ゆめのほとり」
自主上映会

【未来の巨匠が集結～東京六人
組 デ ビ ュ ー CD 発 売 記 念 コ ン
サート～】
　将来のクラシック界を担う、
才能あふれる 6 人組が登場。6
人が奏でる色彩豊かな音色、絶
妙なアンサンブルを存分にお楽
しみください。
日時　3 月 13 日（日）　14:00 ～

（開場 13:30）
場所　文化ホール（蘇原中央町2）
出演　上野由恵（フルート）、
荒絵理子（オーボエ）、金子平（ク
ラリネット）、福士マリ子（ファ
ゴット）、福川伸陽（ホルン）、
三浦友理枝（ピアノ）
演奏予定曲　六重奏曲（プー
ランク）、亡き王女のためのパ
ヴァーヌ（ラヴェル）ほか
費用　一般 2000 円、高校生以
下 1000 円（自由席）
備考　 ▽チケットは 1 月 12 日～
ブランド創造課、市民会館、チ
ケットぴあ（P コード 283-181）
で販売 ▽未就学児は入場不可
詳細　ブランド創造課内文化協
会事務局☎ 058-383-1042

市文化協会自主事業
コンサート

日時　1 月 16 日（土）　14:00 ～
15:00
場所　川島会
館 3 階 川 島
ほんの家幼児
コーナー（川
島松倉町）
対象　年少～小学生（小学校低
学年以下は保護者同伴）
定員　工作のみ 15 人（申込順）
内容　 ▽季節にちなんだお話の
読み聞かせ ▽牛乳パックを台紙
にして、もちつきウサギのおも
ちゃを作ろう！
申込と詳細　工作のみ、当日
9:00 ～ 川 島 ほ ん の 家 ☎ 0586-
89-5610

新春おはなし会

【絵本「だるまさんが」のおき
あがりこぼしをつくろう！】
　絵本「だるまさん」シリーズ
の、だるまさんのおきあがりこ
ぼしを作ります。
日時　1 月 11 日（月・祝）　14:00
～ 14:30
定員　12 人（申込順）
持参品　はさみ、色鉛筆、のり

（スティックタイプ）
申込　1 月 5 日　10:00 ～もりの
本やさん
備考　小学校 2 年生以下は保護
者同伴

【開運！こどもおみくじ】
　おみくじが引けるよ！今年の
運勢はどうかな？
期間　1 月 5 日～ 11 日

【共通事項】
場所　もりの本やさん（鵜沼字
石山）
詳細　もりの本やさん☎ 058-
370-7175

もりの本やさん
1月のイベント

【市民特別入村割引】
期間　1 月 1 日～ 2 月 21 日
優 待 料 金　 大 人（18 歳 以 上 ）
1500 円、シニア（65 歳以上）・
大学生 1100 円、高校生 800 円、
小・中学生 500 円（通常料金
大人 1700 円、シニア・大学生
1300 円、高校生 1000 円、小・
中学生 600 円）
備考　 ▽他の割引券・サービス
との併用不可 ▽シニア、大学生、
高校生の方は証明が必要 ▽団体
での利用不可 ▽免許証、保険証な
ど住所を証明できるものが必要

【ワガハイの足跡をたどれ！　
幸せのあしあと】
　大人も子どもも楽しめる新企
画！写真やヒントを手がかり
に、謎の猫「ワガハイ」がどこ
に現れたのかを突き止めよう。
すべて見つけた方には、オリジ
ナルグッズをプレゼント。
期間　2 月 21 日（日）まで
時間　10:30 ～ 15:30
受付場所　聖ザビエル天主堂、
近衛局本部付属舎（明治村内）
費用　300 円（1 種類、全 8 種）
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

明治村
市民優待割引

　金星探査機「あかつき」が金
星探査に挑みます。金星の特徴
を探ってみよう。
日時 　1 月 10 日（日）　10:00 ～
11:00
内容　 ▽ 今日の
星空と星座物語

▽ 金星を調べよ
う～あかつき再挑戦成功～
費用　100 円
備考　途中入場はできません
詳細　少年自然の家☎ 058-370-
5280

1月の
プラネタリウム
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　県では、母子・父子家庭のお
子さんの進学などに必要な資金
の貸付をしています。
貸付金額　下表のとおり（自宅外
通学の場合は金額が異なります）
貸付利子　無利子（原則として
保証人が必要）
備考　 ▽ 申請にあたり合格通知
が必要です ▽ 申請から貸付決定
までは 2 カ月ほどかかります ▽

県による審査の結果、お貸しで
きない場合やご希望の申請額に
添えない場合があります
申込と詳細　3 月 16 日までに
子育て支援課☎ 058-383-1131
貸付資金一覧（自宅通学）

母子・父子家庭
修学資金など貸付

資金の種類 貸付限度額

修学
資金

高校
国公立
私立

月額　1 万 8000 円
月額　3 万円

高専
国公立
私立

月額　2 万 1000 円
月額　3 万 2000 円

短大・専門学校
国公立
私立

月額　4 万 5000 円
月額　5 万 3000 円

大学
国公立
私立

月額　4 万 5000 円
月額　5 万 4000 円

専修（一般課程） 月額　3 万 2000 円

就学
支度
資金

小学校 4 万 600 円
中学校 4 万 7400 円

高校・高専
国公立
私立

15 万円
41 万円

短大・大学
国公立
私立

37 万円
58 万円

修業施設
中卒
高卒

7 万 5000 円
9 万円

就職支度資金（通勤のための自動車購入） 10 万円（22 万円）

修業資金（車の運転免許取得） 月額　6 万 8000 円（46 万円）

　2 月 23 日～ 26 日に中央図書
館 3 階で開催する、シニア文化
祭の出展作品を募集します。
対象　市内在住で 60 歳以上の方
条件　書・絵画・手芸品・写真
など各部門につき 1 人 1 作品
申込と詳細　1 月 4 日～ 15 日
に高齢福祉課☎ 058-383-1779

シニア文化祭
作品募集

【平成 27 年分「公的年金等の源
泉徴収票」の送付】
　厚生年金および国民年金の老
齢年金受給者全員に対して、そ
の 1 年間の年金の支払総額、社
会保険料の金額（介護保険料お
よび国民健康保険料、または後
期高齢者医療保険料のうち年金
から天引きされたもの）、源泉
徴収税額、控除内容を記載した

「公的年金等の源泉徴収票」が
1 月 31 日までに送付されます。
　ただし、障害年金や遺族年金
は非課税所得のため送付されま
せん。

【確定申告】
　年金収入が 400 万円以下の
方は、原則として確定申告をす
る必要はありません。しかし、
確定申告が義務付けられていな
い場合に、源泉徴収で控除を受
けることができなかったこと
で、源泉徴収税額を納めすぎと
なっている方は、還付を受ける
ための確定申告ができます。
　また、2 つ以上の年金の支払
者に対して「扶養親族等申告書」
を提出している方や、年金の他
に給与などの所得がある方は確
定申告を行わなければなりませ
ん。このとき添 付書類の 1 つ
として源 泉 徴収票が必 要とな
ります。

【住民税の申告】
　確定申告をしない方で、次に
当てはまる場合は、市役所での
住民税の申告が必要です。

▽公的年金等に係る雑所得のみ
がある方で、「公的年金等の源
泉徴収票」に記載されている控
除（社会保険料控除、扶養控除、
基礎控除等）以外の各種控除の
適用を受けるとき ▽公的年金等
に係る雑所得以外の所得がある
とき

年金に関する
お知らせ

【源泉徴収票の再交付】
　「公的年金等の源泉徴収票」の
再交付については、岐阜南年金
事務所へ申請書（はがき）を提
出していただくほか、受給者本
人または配偶者からの電話によ
る受付も行います。いずれの場
合も基礎年金番号が必要です。
　平成 27 年中に亡くなられた
方の「公的年金等の源泉徴収票」
は、送付されませんので、必要
な方は再交付の申請と同様の手
続きをしてください（交付まで
に 1 カ月程度かかります）。

【社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書】
　確定申告などの際に国民年金
保険料を社会保険料控除として
申告する場合、「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」の
添付が必要です。この証明書は、
2 回に分けて送付されます。

▽ 平成 27 年 11 月発送分＝平
成 27 年 1 月 1 日 ～ 9 月 30 日
に納付された方 ▽ 平成 28 年 2
月 発 送 分 ＝ 平 成 27 年 10 月 1
日～ 12 月 31 日に、その年初
めて保険料を納付された方
備考　社会保険料控除証明書に
ついては「ねんきん定期便・ね
んきんネット等専用ダイヤル」
☎ 0570-058-555（3 月 15 日ま
での平日 9:00 ～ 19:00、第 2 土
曜 日 9:00 ～ 17:00）、IP 電 話・
PHS からは☎ 03-6700-1144
詳細　岐阜南年金事務所☎ 058-
273-6161

　学童保育室は、支援員のもと
友達と一緒に遊んだり、生活し
たりする場です。
　平成 28 年度か
ら、 入 室 対 象 が
小 学 6 年 生 に ま
で 引 き 上 げ ら れ
ます。
対象　下校後、家庭の事情で、
子どもだけになる小学生
備考　

△

祖父母など両親に代わ
るべき人がいる場合は入室でき
ません

△

申請書は、子育て支援
課、市ウェブサイトからもダウ
ンロードできます
申込と詳細　1 月 5 日～ 29 日

（必着）、新 1 年生と夏休みのみ
の入室については 2 月 26 日（必
着）までに、申請書と父母の就
労証明書などを、子育て支援課
☎ 058-383-1555

28年度学童保育室
入室児童の受付

　「第 57 回中日東海ブロック
オリエンテーリング大会」を開
催します。競技クラスは、初心
者グループから個人上級者まで
あります。
日時　1月31日（日）
10:30 ～（雨天決行・
荒天中止）
受付時間　9:30 ～
11:00
場所　かさだ広場

（川島笠田町）お
よび周辺、河川環境楽園自然発
見館前集合
費 用　 一 般 2500 円、 大 学 生
1500 円、 中 高 生 1000 円、 小
学生・初心者クラス 500 円
申込と詳細　1 月 24 日までに
スポーツ課にある申込書を県オ
リエンテーリング協会☎ 0577-
32-0532

中日オリエン
テーリング大会

【市税】　 ▽ 休日相談日時＝ 1 月
16 日（土）　9:00 ～ 17:00 ▽ 夜
間相談日時＝ 1 月 19 日（火）　
17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階税務課

【国民健康保険料】　夜間相談日
時 ＝ 1 月 18 日（月）　17:15 ～
20:00
場所　市役所１階医療保険課

【共通事項】
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

1 月の休日・夜間
納付相談

　受賞者は次の皆さんです（敬
称略）。
最優秀賞　河合晃汰（陵南小
1）、石田さら（那三小 2）、山
瀧真珠（中央小 3）、石原圭悟（八
木山小 4）、磯貝妃那（川島小 5）、
谷口彩水（緑苑小 6）
優 秀 賞　 西 川 仁（ 稲 東 小 1）、
市原佐和子（八木山小 1）、小
川智桜子（鵜二小 2）、小林夏
菜子（中央小 2）、山口花歩（那
三小 3）、伊藤杏南実（稲西小 3）、
尾関ほの香（川島小 4）、ホキ
ジョナタンヒゾン（緑苑小 4）、
野口隼毅（那三小 5）、小谷美
月（八木山小 5）、末松愛彩（川
島小 6）、野口モカ（中央小 6）
詳 細　防災安全課☎ 058-383-
1190

交通安全作文表彰

　「優良運転者」受賞者は次の
皆さんです（敬称略）。

【中部管区警察局長・中部交通
安全協会協議会長連名表彰】　
隅田輝生、山田俊彦、宮﨑理、
喜多正

【全日本交通安全協会長表彰  交
通栄誉章「緑十字銅章」】
天野節子、赤塚敏夫、平井正晴、
矢形隆禧、藤木茂春、尾関宏保、
苅谷定実

【岐阜県交通安全対策協議会長
（岐阜県知事）表彰  特別優秀章】

前田忠雄、藤沢つや子、大脇恒
世、三輪悦子、浜田千代子、浅
野政春、藤井鉦二郎、濵田英明、
林修
詳細　各務原地区交通安全協会
☎ 058-371-4920

優良運転者等表彰

　市では、「ツイッター」（短文
投稿サイト）を活用し、イベ
ントや市政に関する情報を発
信しています。災害発生時など
の緊急時には、避難情報などの
災害情報も発信する予定です。
アカウント　@kakamigahara_PR
詳 細　 秘 書 広 報 課 ☎ 058-383-
1111 内線 2151

ご利用ください
市公式ツイッター

【TV「あなたの街から各務原市」
ぎふチャン（地デジ 8ch）】
日時　1 月 1 日（金）　10:45 ～
11:00
内 容　 新 春 市
長・議長対談
詳 細　 秘 書 広
報 課 ☎ 058-
383-1111 内線 2151

市の広報番組
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

テクノプラザ
CAD研修

【CATIA V5 機械治具設計】
期間　1 月 13 日～ 15 日（3 日間）
費用　3 万 2400 円

【Excel2010 ～マクロ＆ VBA  ～】
期間　1 月 14 日～ 15 日（2 日間）
費用　1 万 2240 円

【CATIA V5 基礎・サーフェス（夜
間 10 日間コース）】
期間　1 月 18 日～ 29 日（土・
日除く 10 日間）
費用　4 万 8960 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

2 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（1 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー

期日 場所 対象出生児

2 月 2 日
（火） 総合

福祉会館

平成 27 年
9 月 1 日～ 15 日

2 月 3 日
（水）

平成 27 年
9月16日～30日

2 月 4 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 27 年 9 月

トを記入し、持参してください
【共通事項】

受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原地区、稲羽西小
校区▽ あさひ子ども館＝鵜沼
地区、稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、同別冊

「あすか」問診票（記入済のもの）
備考　駐車料金の補助がありま
す。詳しくは下記へ
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

期日 場所 対象出生児

2月22 日
（月）

総合
福祉会館

平成 27 年 3 月
2月23 日

（火）
あさひ
子ども館

期日 場所 対象出生児

2 月 8 日
（月） 総合

福祉会館

平成 26 年
7 月 1 日～ 15 日

2 月 9 日
（火）

平成 26 年
7 月 16 日～ 31 日

2月10 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 26 年 7 月

期日 場所 対象出生児

2月15 日
（月） 総合

福祉会館

平成 25 年
1 月1日～15 日

2月16日
（火）

平成 25 年
1月16 日～31日

2月17 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 25 年1 月

　お気軽にご相談ください。社会
福祉制度の相談も受け付けます。
日時　1 月 19 日（火）　13:00 ～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町１）
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神保健福祉士
こころの健康相談

【総合福祉会館会場（那加桜町2）】
期 日　 ① 2 月 5 日（ 金 ） ② 2
月 15 日（月）③ 2 月 23 日（火）

【鵜沼福祉センター会場（鵜沼
羽場町 1）】
期日　① 2 月 12 日（金）② 2
月 22 日（月）③ 2 月 29 日（月）

【共通事項】
時間　① 13:30 ～ 15:00（受付
13:00 ～）、 ② ③ 10:00 ～ 11:30

（受付 9:30 ～）
対象　74 歳以下で高血圧未治
療の方
定 員　① 各 50 人 ② ③ 各 30 人

（申込順）
内容　①講演「高
血圧について～診
療室からみた予防
と治療～」横山ち
はる・横山病院医
師（鵜沼会場は田
中新一郎・川崎重工業株式会社
岐阜工場総務部診療所医師）②
運動編・実践講座「日常で、効
果的に無理なくできる運動の実
践」関谷日登美・健康運動指導
士③食事編・講座「食生活を振
り返り、高血圧を予防する」市
栄養士
備考　 ▽①のみの受講も可 ▽両
会場の同時受講は不可
申込と詳細　1 月 29 日までに
健康管理課☎ 058-383-1115

高血圧予防教室

日時　1 月 8 日（金）　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方　
内容　外出、調理、茶話会など
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神障がい者
グループワーク

　市民ボランティアの方を中心
に、簡単にできる体操を皆さん
と一緒に行います。
日時　1 月 20 日（水）　9:30 ～
10:30
場所　鵜沼福祉センター（鵜沼
羽場町 1）
対 象　65 歳 以 上
の方
持 参 品　 運 動 が
できる服装、室内
用運動靴、タオル、飲み物
申込と詳細　事前に電話で介護
保険課☎ 058-383-2124

らくらく
体操ひろば

　介護の悩みを話してみません
か。ストレッチやヨガなど、介
護者の方のリラクゼーションを
企画しています。
日時　1 月 30 日（土）　10:30 ～
12:30
場所　総合福祉会館 3 階研修室

（那加桜町2）
対象　那加二・那加三・蘇二小
校区の、認知症の方の介護者
定員　20 人（申込順）
費用　300 円
備考　昼食を用意します
申込と詳細　1 月 8 日までに社
会福祉協議会☎ 058-383-7624

認知症患者の
介護の方の交流会

日時　2 月 20 日（土）・21 日（日）
9:00 ～ 17:00（全 2 回）
場所　商工振興センター 2 階　
第 3 会議室（那加桜町 2）
定員　80 人（申込順）
費用　4000 円（テキスト代・当
日支払）
備考　詳しくは市ウェブサイト
を参照
申込と詳細　1 月 14 日～ 2 月
12 日に、申込書、写真（縦 3.5
㎝ × 横 3 ㎝ ）1 枚 を 消 防 本 部
予防課☎ 058-382-3137

甲種防火管理
新規講習

心の通い合う街⑤
インターネットによる人権侵
害に注意！
　パソコンや携帯電話などの
普及により、インターネット
でさまざまなサービスを受け
たり、コミュニケーションの
輪を広げることができるよう
になりました。
　その一方で、インターネッ
トで他人の個人情報を流した
り、無責任なうわさを広めた
りするなど、人権を軽視した
行為が大きな問題となってい
ます。インターネットを利用
する時も、直接人と接する時
と同じように常に相手に配慮
し、人権を尊重しましょう。
　資料提供　いきいき楽習課

　広報紙 12 月 15 日号 13 ペー
ジ、くらしとけんこう「年末
年始の開業診療機関」の記事
中、さらの木皮膚科の電話番
号「383-2555」 は、 正 し く は

「383-0255」でした。
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1111 内線 2573

お詫びと訂正

【移動図書館臨時運行】
　中央ライフデザインセンター
のリフレッシュ工事に伴い、下
記の日時に移動図書館を臨時運
行します。貸出、返却、予約し
た図書の受け取りなどにご利用
ください。
場所　市民会館駐車場（蘇原中
央町 2）
臨時運行日時　1 月 26 日（火）
11:00 ～ 12:00

【ブックポスト設置場所の変更】
　また、1 月 6 日～ブックポス
トの設置場所をふれあいバス旧

「市民会館前バス停」に変更しま
すが、収容冊数に限界がありま
すので、できるだけ中央図書館
などの窓口で返却ください。
詳 細　中央図書館☎ 058-383-
1122

図書館からの
お知らせ

　大学通信教育合同入学説明会
を開催します。参加申込不要、
入場無料です。是非ご参加くだ
さい。
期間　① 2 月 6 日（土）12:00 ～
17:00 ② 2 月 21 日（日）11:00 ～
16:00
場 所　①名古
屋国際会議場
１階白鳥ホー
ル（名古屋市
熱田区熱田西
町 1-1）②ミッドランドスクエ
ア 5 階ホール（名古屋市中村区
名駅 4-7-1）
詳細　公益財団法人私立大学通
信教育協会☎ 03-3818-3870

大学通信教育
春期合同入学説明会

　岐阜労働局では、10 月 1 日
に、岐阜県最低賃金を時間額
754 円に改正しました。
　また、12 月 21 日に「電気」
を 815 円、「自動車」を 856 円、

「航空機」を 902 円に改正しま
した。
詳細　岐阜労働局労働基準部賃
金室☎ 058-245-8104

岐阜県最低賃金
改正のお知らせ

2 月 1 日（月）まで

市県民税　　　 4 期
介護保険料　 1 月分
国民健康保険　8 期
後期高齢医療　 7 期

今月の

納　税
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カルチャー カルチャー

■岐阜城から始まった近世城郭の歴史
日時　１月 20 日（水）　10:00 ～ 11:30
対象　成人
定員　30 人（申込順）
費用　300 円（当日支払）
持参品　筆記用具
申込　１月６日　9:00 ～電話また
は直接、川島ライフデザインセン
ター
■積木ワークショップ～10000個の積木で遊ぼう～
日時　２月６日（土）　10:00 ～ 11:30
場所　稲羽コミュニティセンター（上戸町３）
対象　４～６歳の子どもとその保護者
定員　20 組（申込順）
費用　300 円（当日支払）
持参品　飲み物、動きやすい服装
申込　１月９日　9:00 ～電話また
は直接、川島ライフデザインセン
ター

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜、祝日、12/28 ～ 1/4

C
U
LT
U
R
E

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

川島ライフデザインセンター
「冬の短期講座」

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■７日（日）　各務野・自然観察ウオーク
里山の春の足音を聞こう～フ
クジュソウの花・冬でも緑の
葉・コモ巻きの虫～
持参品　筆記用具、防寒着
■ 14日（日）　優しい音色「小さなオカリナ」づくり
　土でできた小さな楽器に好
きな絵を描き、優しい音色を
奏でてみよう。
持参品　筆記用具、持ち帰り
用の袋、材料費 300 円
■ 21 日（日）　はじめての「やきもの」体験
　専門家による本格的な窯
で、マグカップを作ってみよ
う！
持参品　筆記用具、汚れても
よい服装（エプロン）、タオル、
材料費 900 円、着払い配送料
■ 28 日（日）　ココロもカラダも暖まる「入浴剤づ
くり」
　アロマ効果が感じられる入
浴剤を作って、お風呂で温ま
ろう！
持参品　筆記用具、持ち帰り
用の袋、材料費 700 円
【共通事項】

時間　10:00 ～ 12:00（ただし、14・28 日は 10:00 ～
11:30）
定員　30 人（ただし 21 日は 20 人、申込順）
対象　小学生の親子（７・14 日は大人のみも可）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。内容により別途材
料費が必要（上記のとおり）
申込と詳細　1 月 1 日～「開講日と講座名、参加者
全員（付添者がいる場合はその旨明記）の住所、氏
名 、ふりがな、性別、年齢、電話番号」を ▽ メール
＝返信用メールアドレスを明記し shizen@wildlife.n
e.jp ▽往復はがき＝返信用にあて先を明記し〒 504-
8555 那加桜町 1-69、市役所いきいき楽習課☎ 058-
383-1210

N
A
TU
R
E

自然を楽しむ講座がいっぱい！
２月の「親と子の自然体験塾」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

C
U
LT
U
R
E

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　短歌や百人一首のお話を聞いたあと、家族で力を
合わせてかるた取りに挑戦しましょう！
日時　１月 31 日（日）　10:00 ～ 11:30
場所　蘇原コミュニティセンター（蘇原野口町１）
対象　年少～小学 6 年生までの子どもとその家族
定員　30 人（抽選）
費用　大人のみ 300 円（受講料）
講師　伊藤孝男・愛知県かるた協会会長
申込　１月 19 日（必着）までに「講座名、住所、参加
者全員の氏名（子どもは学年または年齢も）、電話番
号」を明記し、メール chuolife@city.kakamigahara.
gifu.jp または往復はがきで中央ライフデザインセン
ター（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

親子でチャレンジ！講座
「家族対抗！百人一首かるたとり大会」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

〒 501-6195 川島竹早町 1
㊡月曜日、12/26 ～ 1/8

C
U
LT
U
R
E

「認知症」に関する講演会
「懐かしのチカラ～回想法で元気づくり～」

内藤記念くすり博物館
☎ 0586-89-2101

　開催中の企画展「認知症ーともに生きるー」にち
なんだ講演会を開催します。費用は無料です。
日時　１月 23 日（土）　13:30 ～ 15:00
定員　300 人（会場受付順）
講師　市橋芳則・北名古屋市歴史民俗資料館館長

〒 501-6021 川島笠田町 1453
㊡ 1/12・2/8・3/14

〒 501-6021 川島笠田町 
㊡第 2 月曜日（祝日の場合は翌日）、12/31・1/1

N
A
TU
R
E

今年もお魚たちがお正月を演出！
1月のイベント情報

世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
☎ 0586-89-8200

■お正月特別水槽「開運！トト水槽」
　紅白の魚や縁起の良い生き物が大集合！新年の開
運祈願はアクア・トト  ぎふで。
期間　１月１日～ 24 日　
備考　入館料が必要
開館時間　9:30 ～ 17:00（1 月 4 日、土・日曜日、祝
日は 18:00）
入館料　大人 1500 円、65 歳以上 1350 円（年齢を
証明するものを持参）、中高校生 1100 円、小学生
750 円、幼児（3 歳以上）370 円

　「おもしろ工房」では、さまざまなイベントを予
定しています。ぜひ、親子一緒にご参加ください。
■ろくさんのおもしろ工作
　木や竹など自然の材料を使った、昔懐かしいおも
ちゃの手作り教室です。２～４日は、「申の絵馬作り」
も行います。
日時　１月２日（土）・３日（日）・４日（月）・５日（火）

・16 日（土）・17 日（日）　10:30 ～ 15:00
定員　５組（２～４日のみ）
費用　300 円～（絵馬は 1000 円）

C
U
LT
U
R
E

大人も子どもも楽しめるクラフト体験
「おもしろ工房」

河川環境楽園自然発見館
☎ 0586-89-7022

■平成 28年成人式
日程　１月 10 日（日） ▽ 那加・桜丘・鵜沼・緑陽中
学校区の方＝ 9:45 ～ 10:45（受付 9:00 ～ 9:30） ▽稲羽・
川島・蘇原・中央中学校区の方＝ 11:30 ～ 12:30（受
付 10:45 ～ 11:15）
場所　市民会館
詳細　青少年教育課☎ 058-383-1484
■市民会館ホワイエコンサート「ふれあいコンサー
ト　珠玉のヴァイオリン＆ピアノ名品集」
日時　２月 18 日（木）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
出演者　古川愛（バイオ
リン・写真左）、松島さ
おり（ピアノ・写真右）
費用　 大 人 300 円、 中
学生以下無料
定員　約 100 人（申込順）
備考　未就学児の入場はご遠慮ください
申込と詳細　電話などで市民会館☎ 058-389-1818

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート /イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日（祝日を除く）、12/28 ～ 1/4

C
U
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U
R
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ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

日時　2 月 6 日（土）　10:00 ～ 12:00
場所　蘇原コミュニティセンター（蘇原野口町 1）
申込　2 月 2 日までに、電話などで「氏名、電話番号、
スマートフォンの種類、主に質問したいこと」を中
央ライフデザインセンターへ
備考　 ▽ 1 月は休回 ▽ リフレッシュ工事のため、2
月からは蘇原コミュニティセンターで開催予定

17　　　広報各務原1月 1日号 広報各務原1月 1日号　　　16



毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

食
事
で
メ
タ
ボ
を

予
防
・
改
善
し
よ
う
！

た
。
演
奏
者
の
方
々
が
、
好
き

な
野
菜
を
言
っ
て
、
音
楽
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
演
奏
者
の

人
が
、「
ポ
ン
カ
ン
」と
言
っ
た

と
き
、
ぼ
く
は
思
わ
ず
笑
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ち

は
、
音
楽
を
演
奏
す
る
だ
け
で

な
く
、
観
て
い
る
人
を
引
き
込

む
力
が
あ
る
ん
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
あ
き
な
い

秘
密
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
人
前
に
出
て
発
表
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
話

す
の
で
は
な
く
、
聞
き
手
の
人

た
ち
が
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
、

予
期
せ
ぬ
こ
と
を
入
れ
て
内
容

を
工
夫
し
、
み
ん
な
が
つ
い
聞

い
て
し
ま
う
よ
う
な
話
し
方
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

文
・
６
年　

北
川
航こ

う
き希

さ
ん

芸術鑑賞会を終えて
蘇原第一小学校

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満

と
、脂
質
異
常
、

高
血
圧
、
高
血

糖
の
う
ち
２
つ

以
上
に
該
当
す

る
病
態
を
い
い

ま
す
。

　

放
っ
て
お
く
と
高
血
圧
や
糖

尿
病
を
発
症
、
動
脈
硬
化
が
急

速
に
進
み
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
重
大

な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

そ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
、
早
め

の
予
防
と
改
善
が
必
要
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
原
因

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
、
過
食
や
運
動
不
足
、
喫

　

私
た
ち
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ

会
は
、
１
年
半
前
に
発
足
し
た

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
で
す
。
現

在
、
14
人
の
会
員
で
、
月
に
２

回
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
新
し
い
曲
を
覚
え
る
の

で
、
全
員
が
ス
タ
ー
ト
地
点
。

こ
れ
ま
で
に
、
松
原
の
ぶ
え
さ

ん
の「
能
登
み
れ
ん
」や
キ
ム
・

ヨ
ン
ジ
ャ
さ
ん
の「
情
恋
歌
」な

ど
を
練
習
し
ま
し
た
。
１
回
目

の
練
習
で
１
小
節
ず
つ
細
か
く

レ
ッ
ス
ン
し
、
２
回
目
の
練
習

で
は
そ
の
曲
を
復
習
し
ま
す
。

練
習
だ
け
で
な
く
、年
に
１
回
、

合
同
発
表
会
に
参
加
し
ま
す
。

　

声
を
出
す
こ
と
は
、
と
て
も

気
持
ち
よ
く
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー

ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
旅
行
に
出

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。

活
動
日　

第
２
・
４
火
曜
日　

午
前
９
時
～
11
時

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
蘇
原
野
口
町
１
）

詳
細　

藤
田
☎
０
９
０
（
３
９

５
５
）
０
８
４
７

ラベンダー
クラブ会

煙
、
過
度
の
飲
酒
、
過
剰
な
ス

ト
レ
ス
な
ど
、
不
適
切
な
日
常

生
活
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を

参
考
に
、
ま
ず
は
食
生
活
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
と
り
過
ぎ

な
い

　

朝
食
を
抜
く
こ
と
や
、
夜
遅

い
時
間
の
食
事
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
食
事
を
す
る
と
き
は
、
腹

八
分
目
を
守
り
、
ゆ
っ
く
り
良

く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆
脂
質
を
控
え
る

　

脂
質
を
控
え
る
た
め
、
魚
や

野
菜
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
調
理
法
を
「
揚
げ

る
」「
炒
め
る
」
か
ら
、「
煮
る
」

「
焼
く
」「
蒸
す
」
に
変
え
る
な

ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
糖
分
を
控
え
る

　

清
涼
飲
料
水
な
ど
の
甘
い
飲

み
物
は
控
え
、
甘
い
も
の
も
ほ

ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。
飲
酒

も
適
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
塩
分
は
控
え
め
に

　

香
辛
料
や
レ
モ
ン
な
ど
の
酸

味
を
使
っ
て
薄
味
料
理
を
。
ま

た
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料

を
食
卓
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
１
５

　

秋
と
い
え
ば
、
芸
術
の
秋
。

６
年
生
な
の
で
、
最
後
の
芸
術

鑑
賞
会
と
な
っ
た
今
年
は「
フ
ァ

ン
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
。
打
楽
器
を
演
奏
す

る
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
を
聞

い
た
の
で
、
今
ま
で
と
は
少
し

違
っ
た
感
じ
な
の
か
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
思
い
浮
か
べ
る
打
楽

器
と
い
え
ば
、
タ
ン
バ
リ
ン
、

太
鼓
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
な
ど
で

す
が
、
コ
ン
ガ
、
ボ
ン
ゴ
な
ど

の
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
楽
器

や
バ
ケ
ツ
が
打
楽
器
に
な
っ
た

り
、
パ
イ
プ
で
音
階
を
奏
で
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
て
、

驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

演
奏
者
全
員
が
、
き
び
き
び

と
し
た
動
き
を
し
た
り
、
時
に

は
、
笑
顔
で
踊
り
な
が
ら
演
奏

し
た
り
と
、
同
じ
楽
器
で
も
感

じ
方
が
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
と
て
も
表
情

が
豊
か
で
、
ぼ
く
は
ど
ん
ど
ん

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

演
奏
者
の
み
な
さ
ん
が
、
ス

テ
ー
ジ
か
ら
降
り
て
き
て
、
楽

器
に
触
れ
る
機
会
も
あ
り
、
楽

器
を
す
ぐ
近
く
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ぼ
く

た
ち
の
声
を
音
楽
に
取
り
入
れ

て
い
ま
し
た
。
か
け
声
に
合
わ

せ
て
、「
テ
キ
ー
ラ
！
」
と
叫

ぶ
と
、
と
て
も
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
一
番
心
に
残
っ
た
の

は
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
と
き
で
し

苅谷日出夫さん｜ミニSL・新幹線運行ボランティアとして地域に貢献

　

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
新
幹
線
7
０
０

系
の
運
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
26
」。
元
川
島

地
区
自
治
会
役
員
の
有
志
で
結

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
車

両
や
線
路
の
製
作
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
す
べ
て
一
人
で
行
っ

て
い
る
の
が
、
川
島
小
網
町
に

住
む
苅
谷
日
出
夫
さ
ん
だ
。

　

自
動
車
部
品
試
作
の
職
に
就

く
苅
谷
さ
ん
は
、
そ
の
技
術
を

生
か
し
、
電
車
好
き
の
孫
を
喜

ば
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

自
宅
の
庭
に
線
路
を
整
備
し
、

新
幹
線
を
製
作
。
製
作
は
ケ
ミ

カ
ル
ウ
ッ
ド
と
い
う
素
材
を
芯

に
使
用
し
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹

脂
を
重
ね
、
表
面
を
ウ
レ
タ
ン

で
覆
う
と
い
う
も
の
で
、
新
幹

線
製
作
後
は
約
2
年
か
け
、
石

炭
を
燃
料
に
蒸
気
で
走
る
本
格

的
な
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
も
完
成
さ
せ
た
。

　

最
初
は
「
孫
の
た
め
」
だ
っ

た
が
、
新
幹
線
に
乗
車
し
て
歓

声
を
上
げ
る
孫
の
姿
を
見
て
、

そ
の
思
い
は
次
第
に
「
も
っ
と

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ

た
い
」と
い
う
願
い
と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
折
、
知
人
か
ら
「
地

元
の
秋
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
を

実
施
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
い

う
オ
フ
ァ
ー
が
。「
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
当
時

の
自
治
会
長
ら
と
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
26

を
結
成
し
、
初
の
乗
車
体
験
会

を
成
功
さ
せ
た
。
乗
車
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
皆
初
め
て
の
体

験
に
大
喜
び
。「
体
験
会
を
開

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ま

た
乗
り
た
い
」
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
た
と
い
う
。
乗
車
会

は
線
路
の
整
備
や
、
石
炭
で
走

る
Ｓ
Ｌ
の
走
行
準
備
な
ど
、
決

し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
、

疲
れ
な
ん
て
吹
っ
飛
び
ま
し
た

よ
」
と
、
苅
谷
さ
ん
は
当
時
を

振
り
返
っ
た
。

　

現
在
、
今
年
3
月
の
地
元
で

の
運
行
に
向
け
て
、
新
し
い
車

両
を
製
作
中
だ
と
い
う
。「
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
を
聞
く
の
が

楽
し
み
で
す
ね
」と
苅
谷
さ
ん
。

使
い
込
ま
れ
た
工
具
を
手
に
、

黙
々
と
製
作
に
励
む
。

KARIYA Hideo
休みの日は孫とともに過ごすこと
を何よりも楽しみにしている。趣
味のゴルフを一緒に楽しむことも。

ミニＳＬで、多くの子どもたちを笑顔にしたい
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　
成
人
式
や
結
婚
式
な
ど
、
大
切
な
日
を
輝

か
せ
る
、
影
の
立
役
者
が
美
容
師
で
す
。

　
蘇
原
緑
町
に
店
を
構
え
る
、
長
谷
川
す
ま

子
さ
ん
は
、
こ
の
道
50
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン

美
容
師
。「
お
客
さ
ん
を
美
し
く
輝
か
せ
た

い
」、
そ
の
思
い
一
つ
で
、
長
い
美
容
師
人

生
を
駆
け
抜
け
て
き
ま
し
た
。

　
長
年
の
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
知
識
と
技

術
は
、現
代
の
ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
に
も
対
応
。

そ
の
人
の
髪
を
見
る
だ
け
で
、
ハ
サ
ミ
の
入

れ
方
や
カ
ラ
ー
の
配
合
を
見
抜
く
長
谷
川
さ

ん
の
お
店
に
は
、
50
年
間
足
を
運
び
続
け
る

お
客
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
練
磨
し
て
こ
そ
の
技
術
。
そ
こ
に
年
齢

な
ん
て
関
係
な
い
で
す
」
と
語
る
長
谷
川
さ

ん
。「
生
涯
現
役
」
を
貫
く
そ
の
手
に
は
、

今
日
も
「
技
術
」
と
「
誇
り
」
を
込
め
た
ハ

サ
ミ
が
握
ら
れ
ま
す
。

FILE №　043

美容師
（びようし）

　11 月 29 日、河川環境楽園などで「かかみがは
らDE ウオーキング 2015」が開催され、多くの参
加者がさわやかに汗を流しました。
【市民カメラマン：尾﨑傑さん】
今年は晴天に恵まれ格好のウオーキング日和とな
りました。コースは 3コース用意され、参加者
の皆さんはそれぞれ自分に合ったコースにエント
リーしていました。家族での参加が多く、和気あ
いあいと自然の中を楽しんでゴールしていました。

若い感性が描き出すアート 人と本に出会う書評ゲーム

オハイオ州家庭の味に舌鼓

第 25回市高校生美術展 ビブリオバトル

国際交流料理講座かかみがはらDEウオーキング

　産業文化センター1階あすかホールで開催され
た第 25 回市高校生美術展。絵画・デザイン・立
体・書・写真の 5部門の最優秀作品 5点を含む
157 点が展示されました。
　作品は、現代の「食」をテーマにしたデザイン
や、高校生の日常風景を切り取ったものなどさま
ざま。会場を訪れた方は、高校生の自由なアイデ
アや、エネルギーあふれる作品に目を細めていま
した。　　　　　　　　（11月28日～12月3日）

　11 月 28 日、中央図書館でビブリオバトルが開
催され小学生から一般までの参加者が本の魅力を
熱く語りました。ビブリオバトルでは、参加者が
おすすめ本を紹介し、その中から最も読みたく
なった本を全員参加の投票で決定。本を通して多
くの人と交流することができます。
　参加した児童は、「とても楽しかった。ほかの
人の発表を聞いて、普段読まない本にも興味を持
ちました」と、満足そうに話していました。

　各務原国際協会の「米国オハイオ州国際交流料
理講座」が開催され、20 人の参加者がミートロー
フやインディアン風豆サラダなどの家庭料理に挑
戦しました。講座では、オハイオ州の文化や歴史
について学んだ後、グループに分かれて調理開始。
　現地の生活をイメージしながら作った料理は
「伝統の味を再現するのは楽しい。レストランと
は違ったおいしさですね」と、参加者の皆さんに
大好評でした。（11 月 27 日、産業文化センター）

　
全
国
各
地
に
結
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
小
作

組
合
を
蘇
原
村
に
も
、
と
い
う
動
き
が
活
発

に
な
り
、
竹
男
よ
り
五
つ
年
上
の
茂
男
た
ち

が
中
心
に
な
っ
て
何
度
も
寄
り
合
い
を
繰
り

返
し
て
い
た
。
茂
男
に
誘
わ
れ
て
昨
夜
初
め

て
竹
男
も
顔
を
出
し
た
の
だ
っ
た
。
か
な
り

過
激
な
意
見
も
飛
び
出
し
た
り
し
て
、
竹
男

は
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
ま
ず
驚
い
た
。
し
か

し
、
今
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
よ

り
知
る
術
も
な
か
っ
た
世
の
中
の
事
ど
も
に

心
を
奪
わ
れ
た
。

　
世
の
中
は
大
き
く
動
い
て
い
た
。― 

つ
づ
く

13

「
竹
男
、
夕
飯
に
し
よ
ま
い
か
」

　
田
ん
ぼ
か
ら
帰
っ
て
、
家
の
前
の
溝
で
鍬

を
洗
っ
て
い
た
竹
男
に
母
・
と
し
が
声
を
掛

け
た
。

「
あ
ぁ
、
腹
が
減
っ
た
わ
い
」

　
竹
男
は
、
土
間
で
藁わ

ら

打
ち
を
し
て
い
た
父
・

勘か
ん
す
け助
の
側
を
抜
け
台
所
に
上
が
ろ
う
と
し

た
。

「
竹
男
、
さ
っ
き
茂
サ
が
ご
ざ
ら
し
た
が
、

ま
た
小
作
組
合
の
こ
と
か
」

　
勘
助
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
言
っ
た
。
勘
助

は
こ
の
と
こ
ろ
持
病
の
癪

し
ゃ
く
が
悪
化
し
、
お
ま

け
に
寒
い
時
季
に
は
神
経
痛
で
外
仕
事
に
出

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
勘
助

に
は
苛い

ら

立だ

ち
が
増
し
て
機
嫌
の
悪
い
日
々
と

な
っ
て
い
た
。
竹
男
が
無
言
の
ま
ま
勘
助
の

横
を
通
ろ
う
と
し
た
時
、
勘
助
の
し
ゃ
が
れ

た
声
が
竹
男
の
背
中
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

「
小
作
組
合
な
ん
ぞ
、
止
め
ち
ょ
け
よ
」

【これまでのあらすじ】大正6年（1917年）の稲葉郡蘇原村。蘇原尋常小学校を卒業した平田竹男は、友人の毅・兵頭と「10年
　　　　　　　　　　後に集まろう」と約束する。その年、県が定めた小作料を発端に、「小作争議」が県内各地で起こりはじめ…

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た

広報各務原1月 1日号　　2021　　広報各務原1月 1日号



凧  

「美
み の

濃虻
あぶだこ

凧」

美濃地方に伝わる伝統的な凧、美濃虻凧。趣味で製作を

始めてから、13年間で 100 以上の凧を作ってきました。

虻凧は、骨組みの竹の重さやバランスなどに細かな調整

が必要で、揚げるのも難しい。とても奥が深い遊びです。

この配色は、私が考えたオリジナル。高く揚げても目立ち、

青空に映えるこだわりの色です。 水野正則さん
（那加新加納町）

CITY
GALLERY

難しいがゆえに生まれる「おもしろさ」

加藤　優
ゆう

真
ま

ちゃん（H26.5.10 生）

　　　　葵
あおい

ちゃん（H27.4.5 生）

ふたりのわんぱくぶりに、あっぱれ。体も心

も健康で大きくなあれ！

（健一さん・沙代さん、三井町）

電車好きの優真とニコニコ笑顔の葵。優しい

子に育ってね♡

（誠司さん・亜紀香さん、鵜沼宝積寺町）

二宮　麻
ま さ と

仁ちゃん（H24.10.21 生）

　　　綺
き ほ

春ちゃん（H26.3.29 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8340 人（男　7万 3337 人・女　7万 5003 人）

世帯｜ 5万 7726 世帯　　　　　平成 27 年 12 月 1日現在
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